
※集計グラフの表記に不備がございましたので、訂正版を配布させていただきます。 

令和 5 年 1 月 30 日 

保護者・地域の皆様 

学校アンケートの集計結果の報告（※訂正版） 

小平市立小平第一小学校 

校 長  村 松  守 夫 

 日頃より、本校の教育活動へのご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。先日、保護者・地域の

皆様にご協力をいただいた「学校アンケート」の集計結果をご報告させていただきます。アンケートの回答結

果をもとに、今後とも、保護者・地域の皆様との連携を強化し、充実した教育活動を推進してまいります。 

【学校に特に力を入れて育ててほしい項目】 
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（項目外：自由記述コメント）

自分からすすんで人のために働く子供

目標を持ち努力する子供

明るく元気な子供

自分から学ぶ意欲を持った子供

自分の気持ちを表現できる子供

礼儀正しく、自分からすすんで挨拶する子供

友達と協力し合える子供

社会のルールを守れる子供

自然や命を大切にする子供

やさしく思いやりのある子供

地域
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（項目外：自由記述コメント）
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友達と協力し合える子供

やさしく思いやりのある子供

保護者

 「学校に特に力を入れて育ててほしい項目」の内、地域・保護者の皆様ともに共通して、「やさしく思い

やりのある子供の育成」が最も多い回答でした。このことは、未来の国際社会を生きる子どもたちには、多

様な価値観を受け入れながら、他者とともに協調し、他者を思いやることができる豊かな心を育ててほし

いという願いが分析できます。地域の皆様からは、「自然や命を大切にできる子ども」「社会のルールを守れ

る子供」が次いで多く、自然や社会、人と、互いを尊重し合いながら、規範意識をもって生きる力の育成が

期待されています。保護者の皆様では、「友達と協力し合える力」「自分を表現できる力」の育成が次いで多

く、予測困難な未来社会を、仲間と協働する中で、自分らしく力強く生きてほしいという願いが分析できま

した。今後、地域の自然や文化財、地域人材を活用した、子供たちの豊かな心の育成を図る体験活動を充実

させるとともに、地域の中で、仲間と探究し合える学習活動を充実させてまいります。 



 

 

【家庭で子供を育てるために大事だと思う項目】 
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（項目外：自由記述コメント）

家庭学習の習慣を身に付けさせること

家族の一員として家の仕事をさせること

目上の人を敬う態度を身に付けさせること

家族と遊ぶ（ともに過ごす）時間を大切にすること

我慢ができる力を身に付けさせること

規則正しい生活をする態度を身に付けさせること

挨拶や正しい言葉遣いを身に付けさせること

親子の会話を通して豊かな親子関係をつくること

社会のルールやマナーを守る態度を身に付けさせる…

善悪のけじめを身に付けさせること
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目上の人を敬う態度を身に付けさせること

（項目外：自由記述コメント）
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保護者

 「家庭で子供を育てるために大事だと思う項目」について、保護者の皆様からは、「親子の会話を

通して、豊かな親子関係をつくること」が最も多く回答いただきました。我が子とふれあう十分な

時間を確保しにくい現代の中で、SNS 等の新しいコミュニケーションツールの登場により、親子関

係が希薄になりやすいことへの危機感の現れとも分析できます。一方では、地域の皆様からは、「善

悪のけじめを身に付けること」「社会のルールやマナーを守れること」が順に多く回答され、家庭の

教育力による子供たちの規範意識の向上を望んでいることが分かりました。 

しかし、地域・保護者ともに、上位３位の回答の中に、「豊かな親子関係」と「規範意識」と揃っ

て回答していることから、同じ願いを共有する中で、目の前の子供たちを、あたたかく見守り、互

いに協力し合いながら、一緒に育てていきたいという思いが確認できます。 

 今後、コミュニティ・スクールとしての機能を最大限に活用し、学校と地域が連携しながら、親

子参加型の行事等を展開するとともに、保護者と地域の皆様が、共通理解を深めながら、子どもた

ちの規範意識を高めていけるような様々な取組を推進してまいります。 



 

 

【地域の皆様が子どもとのかかわりで大事だと思う項目】 

 

 

 

 

 

4

68

91

93

123

222

268

310

332

488

0 100 200 300 400 500 600

（項目外：自由記述コメント）

青少対や子供会などの地域活動を活性化すること

ボランティア活動などの体験を通して学ぶ場を作る…
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子供と挨拶すること
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子供の安全を守ること
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（項目外：自由記述コメント）
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子供の安全を守ること

保護者

「地域の皆様が子どもとのかかわりで大事だと思う項目」については、地域・保護者の皆様とも

に、「子供の安全を守ること」が最も多く回答されました。コミュニティ・スクールとして、「地域

防災プロジェクト」や「安全見守りプロジェクト」など、学校・PTA・地域が連携し合いながら、

子どもたちの安心・安全を確保する取組を推進していきます。その中で、小平市の関係部署や警察

署や消防署といった各種関係機関との連携を強化してまいります。 

また、次いで多くの回答があった「健全な環境を整備すること」の実現に向けて、小平市青少年

対策一小地区委員会との協働活動を推進するとともに、定期的に開催する学校経営協議会の中で、

子どもたちの健全育成に向けて、学校・家庭・地域における実態把握や課題共有を図っていきます。 

「挨拶の推奨」「自然や文化の継承」「子供たちの居場所づくり」についても、地域とのかかわり

の中で、身に付いた力や学びを、子どもたちが、地域に還元できる（地域の中で活躍できる）活動

を通して、充実させていくことを目指してまいります。 



 

 

【教員が教育課題を解決するため大事にすべき項目】 
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（項目外：自由記述コメント）
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（項目外：自由記述コメント）
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子供の安全を守ること

一人一人の子供をよく理解すること

子供の個性を伸ばし、意欲を引き出すこと

保護者

「教員が教育課題を解決するため大事にすべき項目」については、第１位から第 4 位まで、「子

供たちの個性伸長」「一人一人の理解」「子供の安全」「集団生活のルールを身に付ける」と全て共通

の回答結果となりました。このことは、子どもたちを見守る全ての大人たちが、毎日の学校生活の

中で、どの子も自分らしく安心して過ごせる学校生活の中で、伸び伸びと自分の無限の可能性を高

めてほしいという共通の願いをもっているといえます。 

この願いをしっかりと全教員で共通認識し、全ての子どもたちが安心して過ごせる学校生活の確

保を図っていきます。そして、地域の教育力をいかし、様々な大人たちと関わる中で、子どもたち

一人一人が、自分らしく充実した学びの日々を過ごせるように、教育活動を展開してまいります。 


